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JP Core実装ガイド概要

2



実装ガイドとは
FHIRを利用する際の相互運用性または標準化の問題をどのように
解決するかについて一連の規則や注意事項を記載したもの。

• 機械可読可能
– 関数やデータ構造の型が明示的に定義されている
– プログラムとの親和性が高い
– 曖昧な表現がすくない

• 階層構造を持ち、上位の要件を引き継ぐことができる
– 派生元の定義からの変更点のみを定義すればよい。

• 豊富な説明文書
– 自然言語での文書の説明
– 正確なサンプル等も添付可能
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実装ガイドのイメージ
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仕様書
サンプル
ファイル

定義情報

仕様書
サンプル
ファイル

定義情報

仕様書や定義情報やサンプルファイル等がそれぞれ
存在していたが、一箇所に集約している。

実装ガイド



JP Core 実装ガイド

• 日本国内にてFHIRを利
用する際の道標

• FHIR Baseより直接派生
• ver1.1.1が最新バージョ
ン（2023/6/15時点)

• 現在v1.1.2を策定中
• 日本国内の事情を考慮し
た修正を行っている
例えば、人名の「よみがな」
や「各種マスタ」、「医療制
度」等に日本特有の事象
について扱っている

5https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.1/index.html
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FHIR BASE

• HL7協会(米国)が作成
• 全ての派生元となる実装
ガイド

• 最新は
v5.0.0(2023/6/15時
点)

• 多くの実装ガイド(JP 
Coreを含む)はv4.0.1よ
り派生している点に注意

• 情報量は膨大であり、JP 
Core実装ガイドにて定義
をし直しているのはほんの
一部

6
http://hl7.org/fhir/

http://hl7.org/fhir/


JP Core実装ガイドの位置づけ
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「HL7 FHIRの現状と社会実装のイメージ 」中島直樹より参照
https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000877230.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000877230.pdf


世界の実装ガイド
• US Core Implementation Guide（米国）

– http://hl7.org/fhir/us/core/

• UK Core Implementation Guide（英国）
– https://simplifier.net/guide/uk-core-

implementation-guide?version=1.0.0

• KR Core Implementation Guide（韓国）
– https://hins.or.kr/nrc_fhir/index.html
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http://hl7.org/fhir/us/core/
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide?version=1.0.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide?version=1.0.0
https://hins.or.kr/nrc_fhir/index.html


各国Core実装ガイドイメージ
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US Core 

UK Core 

KR Core 
JP Core 

UK Coreを除いて
同じツールを利用し
ているため似たよう
な外観



HL7 FHIR 日本実装検討WG

• 日本医療情報学会
NeXEHRS課題研究会
HL7 FHIR 日本実装検
討WG （FHIR WG）
にて作成

• 産学の垣根を超えて、多
くのメンバで検討が行われ
ている

• 1ヵ月に1度のペースで全
体会議が行われている。

• 随時メンバ募集中
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https://jpfhir.jp/

https://jpfhir.jp/


チーム構成
• SWG1：FHIR Infrastructure
（FHIR WG全体に関わる部分、開発環境整備）

• SWG2：Diagnostics and Observations
（診断および検査）

• SWG3：Patient Administration
（患者管理）

• SWG4：Clinical Module
（臨床）

• SWG5：Pharmacy and Medication
（薬関連）

• SWG6：Terminology
（用語）

• SS-MIX：SS-MIX
（SS-MIXマッピング）
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JP Coreのバージョン

• v1.0.5 , v1.1.0. v1.1.1の３つのバージョンを公開
• いずれもFHIR BASEのR4(v4.0.1)のバージョンより派生
• R5対応時期については現在のところ未定
成熟度の低いプロファイルについては大幅な見直しがあった模様
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https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html 定義情報をダウンロード可能

https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html


リソース数の推移
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各バージョンの変更内容

• v1.0.5
初期リリース

• v1.1.0(大規模改修）
開発ツール変更、用語整備、
Exampleの整備、定義済
SearchParameterの削除

• v.1.1.1
v1.1.0の不具合修正

• v1.1.2(予定)
パブリックコメント対応、プロファ
イル追加（内視鏡、微生物
学検査）
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v1.0.5 v1.1.0 v1.1.1 v1.1.2
(途中）

SearchParamter 105 8 8 8

CapabilityStatem
ent 2 2 2 2

Profile 30 44 43 48

Extension 28 30 30 30

CodeSystem 25 25 22

Valueset 71 71 80

NamingSystem 19 19 22

Example 9 41 41 48

その他 2 2 2

合計 174 242 241 262



実装ガイドの詳細
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JP Core実装ガイド骨格
• 総合ガイダンス

– Shall,Should,May等の定義
– Must Supportと多重度(Cadinalitiy)の関係
– 文字コードとその検索方法

• 各種プロファイル定義
– 各種プロファイル説明（ユースケース、Resource中心）
– 拡張(Extensions)、操作(Operations)と検索パラメター

(Search Parameters)
• 用語集(Terminology)
• 機能定義 (Capability Statement)
• セキュリティ要件
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JP Core実装ガイド骨格
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実装ガイドの目次
• 電子的に公開されて
おり、リンクを辿りなが
ら確認すると現在どこ
まで読み進めたかを
見失うことがある。

• 「Table of Contents」
のメニューをほとんどの
実装ガイドで用意して
いる

• 書物のように全体像
を把握しながら、目的
箇所を突き止めること
が可能。
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http://hl7.org/fhir/toc.html

http://hl7.org/fhir/toc.html


プロファイル構造
• 紹介エリア

– ヘッダー
– スコープ

• プロフィル構造
– 項目定義
– 必須項目
– Extension定義

• 機能定義
– Operation定義
– SearchParamter定義

• サンプルへのリンク
• 注意事項、参考資料等
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Patientプロファイルの例
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実装ガイドの構造

21http://hl7.org/fhir/conformance-module.html

構造定義や操作に関する定義などの複数の
要素から成り立っている

実装ガイド

構造定義
機能定義

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html


データ構造定義
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Differential TableはJP Coreで定義した
ものだけを確認できる

フラグ
多重度
データ型

項目名
ツリー構造

コメント
用語とのバイン
ディング
制約



多様なデータ型
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文字や数字、日付などだけでなく、多様なデータ種別を扱うことが可能



オブジェクト指向プログラムに似た構造
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JP_Patient

Patient

DomainResource

Resource

リソース

JP_MedicationSimpleQuantity

SimpleQuantity

Quantity

Element

項目



JP Core実装ガイドの定義特徴
• 定義してあるプロファイルの項目については多くの日本語訳を記
載

• 日本国内の利用に向けて必要なものだけを定義を行う
• 標準マスタコードをなるべく利用してもらうように誘導する
• 派生先に強い制約になるような定義は行わない

(派生先にて８割の人が普通に使えることを意識）
• 同様にMust Supportは、実装ガイド毎に利用の仕方を定義で
きるため、JP Coreではなるべく定義しない。

25



実装ガイドを作成したほうが
よい場合は
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JP Core派生先実装ガイド例
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• 厚生労働省標準規格である
診療情報提供書や退院時サ
マリ既にはJP Core JP Core
実装ガイドv1.1.1を元に実
装ガイドが作成されている。https://std.jpfhir.jp/

https://std.jpfhir.jp/


データ収集関連実装ガイド
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• IPS
http://hl7.org/fhir/uv/ips/index.html
ヨーロッパにおける患者サマリ収集プロジェクト用実装ガイド

• SDC
https://build.fhir.org/ig/HL7/sdc/
質問形式（Questionnairesリソース）よるデータ収集のための
実装ガイド

http://hl7.org/fhir/uv/ips/index.html
https://build.fhir.org/ig/HL7/sdc/


実装ガイド生成のメリット・デメリット
• メリット

– 厳密な定義が可能
– 仕様書の解釈によるズレが少ない
– 機械可読であるため、プログラム生成も自動化が可能

• デメリット
– 実装ガイド作成に工数がかかる
– 用語まで含めて厳密に定義する必要がある
– 実装ガイドの作成＆解釈できる技術者が少ない
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実装ガイドを作るべきケース
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• 標準規約
– 多くの人に利用され、厳密性が要求さ
れる

• 地域連携
– 異なるシステム間でのデータのやり取り

• データ収集
– どのようなデータを入れてほしいのかを
明確に可能

• 製品仕様
– CapabilityStatementとあわせて記
述することでどのような機能があるかを
明示できる

IHEのFHIRに関しては
実装ガイドベースで記述
されている

https://profiles.ihe.net/ITI/PDQm/index.html

局所的に利用する場合には実装ガイドまで記載するメリットはあまりないのでは

https://profiles.ihe.net/ITI/PDQm/index.html


FSH Finder
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https://fshschool.org/fsh-finder/

自動ビルドの仕組みを提
供しているサイトがあり、そ
れを利用しているサイトを
検索することができる

JP Core実装ガイドは自
動ビルドを独自実装してい
るので対象外

実装ガイドを作る前に似た
ようなサイトを探して参考
にするとよい

https://fshschool.org/fsh-finder/


まとめ
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まとめ
• JP Core実装ガイドの紹介を行いました
• 実装ガイド作成するためのツールの整備もあり、JP Core実装ガ
イドのバージョンアップするごとに精緻化され、利用な可能な状態
にまで成長しています

• 実装ガイドを用いることにより厳密性のある仕様のやり取りを行う
ことが可能になります

• FHIRを利用する際には実装ガイド導入のメリット・デメリットを比
較した上で判断をしてください

• FHIRの普及には欠かすことができない仕組みのため、作成のた
めの技術を身に着けることをおすすめします
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®

ご静聴ありがとうございました

®
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